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スピーカー紹介

▪ 植田祐司 / Yuji Ueda

▪ オートデスク株式会社 技術営業本部
テクニカルセールススペシャリスト

▪ 鋼コンクリート複合構造の修士課程を修了後、
建設コンサルタントにて電力設備の土木構造・
地盤の調査・設計・解析業務に従事。その後、
建築・土木構造物の3DFEM解析の業務を経験。
オートデスク入社後は、土木分野を中心に、AEC 
CollectionによるBIM/CIMソリューションの提案
を行っている。



アジェンダ

▪ AEC CollectionとInventor

▪ InfraWorks – Inventor 連携

▪ Revit – Inventor 連携

▪ Inventor Nastranによる構造解析



AEC CollectionとInventor



AEC Collection
建設・土木プロダクトパッケージ

Revit
他分野に対応した構造物の計画、
設計、施工、管理

Civil 3D
土木設計、図面作成

Autodesk Docs
クラウドベースの共通データ環境、
プロジェクト情報の管理

3ds Max
ビジュアライゼーション用3Dモデリン
グ、アニメーション、レンダリング

ReCap Pro
リアリティキャプチャ・
3Dスキャニング

AutoCAD
2D/3DCADソフト
（業種別ツールを含む）

InfraWorks
土木インフラのためのコンセプト
設計と解析

Navisworks
統合モデル、干渉チェックと高度
な調整、5Dシミュレーション

Robot Structural Analysis
汎用構造解析ツール
（Revitとの相互連携）



Autodesk ® Inventor ® Professional

❖ 特徴

▪ 2D DWG と連動した 3D 設計が可能

▪ さまざまなドキュメント（図面、3D イメージ、動作
3D PDF）を3D デジタルプロトタイプから直接生成

▪ 3次元設計に必要な機能を提供
部品設計、アセンブリ設計、自動設計、板金設計
架台設計、配管および配線設計、射出成形用金型設計
構造解析点群の取り込みetc.

▪ ジェネレーティブデザインで最適な設計を短時間で実現

❖ メリット

▪ 資産を活用したデジタルプロトタイプを実現

▪ 複雑な形状の確認、重心や干渉のチェック、強度計算に
よって開発期間の短縮やコスト削減を実現

▪ 最新の設計ツールで時代をリードする設計が可能

▪ Collection 内のさまざまなソフトウエアに展開

▪ Revit ファミリ（RFA）、IFCのエクスポート

メカニカル設計のための 3D CAD ソフトウェア



AEC Collection製品とInventorの連携
各製品の連携例

調査

点群データ
写真測量

現況

現況地形
既存構造物
既存線形
航空写真

GIS

計画・概略設計

道路・軌道
土木構造物

道路・軌道

土木構造物
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詳細設計

線形 土木構造物
土工

上下水道・配管
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図面化
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ツール間連携

AI設計
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道路・軌道
土木構造物

GIS
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説明用モデル

製造
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図面化（部品）

統合データ（照査・施工・維持管理）

干渉チェック
施工シミュレーション
その他レビュー



自動化
ツール間連携

AI設計
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説明用モデル
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AEC Collection製品とInventorの連携
各製品の連携例
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InfraWorks – Inventor



InfraWorks - Inventorの連携
InfraWorksのカスタムパーツをInventorで作成する

・カスタムパーツ（橋梁 /トンネル等）

・ジェネリックオブジェクト

・パーツエディタ

・道路モデル

・地形モデル

・構造物モデル（橋梁 / トンネル等）

・統合モデル（Civil3D / Revit / Recap）

IPT
/IAM



Inventor を使った InfraWorks 用のパーツ作成

❖ Inventorでモデル作成

▪ 橋脚等はZが鉛直上

▪ トンネル等のスイープ形状断面はYが鉛直上

❖パラメータの作成

▪ 必須パラメータと任意パラメータ

▪ キーパラメータとしてチェックを入れる

❖ InfraWorks用のパーツとして書き出し

▪ 「Infrastructure Modeler」プラグインの
インストールが必要

Inventorでモデル作成

https://knowledge.autodesk.com/ja/support/infraworks/learn-explore/caas/CloudHelp/cloudhelp/JPN/InfraWorks-DataExchange/files/NotInTheCollection/ExchangeDataWithAutodeskInventor/AboutAuthoringInfrastructureContent/InfraWorks-DataExchange-NotInTheCollection-ExchangeDataWithAutodeskInventor-AboutAuthoringInfrastructureContent-ParametersReference-html-html.html


Inventor を使った InfraWorks 用のパーツ作成
>> Link to Video

https://autode.sk/3gVRtfM


橋梁モデリングの新しいワークフロー
InfraWorks, Civil 3D, Revit, Inventor の組み合わせによる橋梁モデリング

InfraWorks

• 橋梁区間作成

• 上部工のパラメータ調整

• 下部工のパラメータ調整

Civil 3D

• 地形

• 平面／縦断線形

• アセンブリ／コリドー

• 横断勾配擦り付け

Revit

• 2D 図面化

• 配筋

• 数量集計

橋梁データ

Inventor

カスタム

パーツの作成

道路データ カスタム
パーツ



橋梁モデリングの新しいワークフロー
>> Link to Video

https://autode.sk/3kNLdIe


橋梁モデリングの新しいワークフロー
>> Link to Video

https://autode.sk/3DJXZ3d


Revit – Inventor



Revit - Inventor の連携
詳細度の違うモデルをやり取りする

RVT
（AnyCAD）

RFA
（ファミリ）

RVT
（リンク）

・機械設備モデル（ゲート等）
付帯構造物（連絡橋等）

> LOD400以上

Revitで作成したモデルを
参照して形状を決定

・構造物モデル（橋梁/樋門等）
> LOD200～300程度

Inventorで作成したモデルを
取り込んだBIM/CIMモデル



Revit - Inventor の連携

▪ 製作加工用／詳細度(LOD高）

▪ 複雑な形状／曲面が得意

▪ 複数の機械のあつまり（部品単位の情報）

RevitとInventorの詳細度（例：対傾構）

▪ 建築設計施工／詳細度(LOD低）

▪ 単純形状／曲面が不向き

▪ ユニット単位／耐用年数など属性情報



対傾構モデルの作成
>> Link to Video

https://autode.sk/3gXQlZ9


水門モデルの作成
>> Link to Video

https://autode.sk/3tcA3kc


連絡橋モデルの作成
>> Link to Video

https://autode.sk/3kM8Cd3


Inventor Nastranによる
構造解析（3DFEM）



BIM/CIMモデルと構造解析の連携
詳細度の違うモデルをやり取りする

・機械設備モデル
> LOD400以上

Revitで作成したモデルを
参照して形状を決定

・FEM解析

Inventorモデルを
利用して構造解析

・構造物モデル（橋梁/樋門等）
> LOD200～300程度

Inventorで作成したモデルを
取り込んだBIM/CIMモデル



Inventor Nastran

▪ Autodesk Nastranを解析エンジンとした幅広い解析機能

▪ Inventor上でプリポスト処理

▪ Inventorでの設計変更に応じて境界条件も追随

▪ Inventorで設定した材料をInventor Nastranで利用可能

▪ 自動接触設定

▪ 並列計算を標準機能として利用可能

Inventorに統合された汎用FEAツール



水門モデルの構造解析
>> Link to Video

https://autode.sk/2WPkwee


さいごに



AEC CollectionとInventorの連携
まとめ

IPT

RVT

RFA

構造物モデル（橋梁/トンネル）

構造物モデル（橋梁/樋門等）
> LOD200～300程度

・機械設備モデル（ゲート等）
付帯構造物（連絡橋等）

> LOD400以上

・カスタムパーツ（橋梁 /トンネル等）

・ジェネリックオブジェクト

・FEM解析



AEC CollectionとInventorの連携

▪ BIM Design

▪ Inventor トレーニング教材

▪ BIM/CIMのためのInventorの利用方法（初級編／実践編）

▪ Autodesk Knowledge Network フォーラム

▪ Inventor

▪ InfraWorks

▪ Revit

学習リソース・参考情報

http://bim-design.com/infra/training/inventor.html
https://gems.autodesk.com/c/express/ebb2c09f-2f4a-42f9-adfb-7c70cc892ce5
https://forums.autodesk.com/t5/inventor-ri-ben-yu/bd-p/701
https://forums.autodesk.com/t5/cim-tu-mu-guan-lianforamu/bd-p/512
https://forums.autodesk.com/t5/revit-navisworks-ri-ben-yu/bd-p/702
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